
等
の
発
展
に
貢

献
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
特

に
昨
年
度
は
学

科
再
編
、
今
年

度
は
70
年
ぶ
り

の
制
服
刷
新
を

行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

皆
様
に
も
様
々

な
教
育
活
動
に

協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
構
成
等

　

現
在
、
本
校
の
生
徒
数
は

６
４
３
人
、職
員
64
人
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
会
長

１
人
、
副
会
長
４
人
、
監
事

２
人
、
書
記
５
人
と
各
学
年

理
事
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

専
門
部
は
総
務
部
、
健
全
育

成
部
、
調
査
広
報
部
、
進
路

対
策
部
の
４
つ
で
す
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

　

５
月
初
旬
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
、
参
加
に
つ

い
て
二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用

す
る
こ
と
で
回
答
率
や
出
席

率
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
総

会
で
は
、
長
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

感
謝
の
意
を
表
し
、
感
謝
状

を
贈
呈
し
て
お
り
、
心
温
ま

る
場
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
口
を
揃
え
て
「
役

員
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
、
知

り
合
い
に
な
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
ク
ラ
ス
ご
と
の
学
級
懇

談
会
を
行
い
、
保
護
者
同
士

の
交
流
を
図
る
機
会
を
設
け

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
か

ね
が
ね
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
大

事
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

具
現
化
し
た
取
組
の
一
つ
で

す
。
当
日
は
、
ど
の
学
級
も

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
様
子

で
し
た
。

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察

　

６
月
中
旬
に
専
門
学
校
や

大
学
の
研
修
視
察
を
行
い
、

進
路
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
ま
し
た
。
本
校

で
は
約
７
割
の
生
徒
が
進
学

す
る
の
で
、
今
後
も
大
学
、

短
期
大
学
、
各
種
専
門
学
校

等
へ
の
視
察
研
修
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

④
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
発
行

　

本
校
で
は
、
会
員
向
け
に

年
に
２
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の

発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
広
報
部
が
企
画
・
編
集
を

重
ね
、
活
動
の
様
子
や
先
生

方
の
紹
介
、
各
種
研
修
会
の

報
告
な
ど
、
写
真
を
多
く
ち

り
ば
め
た
紙
面
と
な
っ
て
い

ま
す
。
会
員
の
本
校
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
随
所
に
表
れ

る
内
容
が
評
価
さ
れ
、
昨
年

は
「
優
良
賞
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
校

な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
ハ
ー
ト
フ
ル
な
内
容
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
で
の
保
護
者
ブ
ー
ス

　
設
置

　

本
校
で
は
、
中
学
生
に
対

し
て
年
に
３
回
、
体
験
授

業
や
学
科
説
明
な
ど
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
生
徒

が
体
験
授
業
や
施
設
見
学
を

す
る
一
方
で
、
中
学
生
の
保

護
者
の
皆
様
に
も
、
保
護
者

の
視
点
で
の
様
々
な
疑
問
や

聞
い
て
み
た
い
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
の
発
案

鹿女子のPTA活動の紹介
鹿児島女子高等学校

で
、
県
内
初
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

に
よ
る
本
校
生
徒
の
保
護
者

ブ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し
た
。

「
保
護
者
か
ら
見
て
鹿
女
子

に
入
学
さ
せ
て
よ
か
っ
た
こ

と
」
や
「
鹿
女
子
の
先
生
方

の
魅
力
」
な
ど
な
ど
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
に
よ
る
本
音
ト
ー
ク

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変

好
評
な
ブ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
６
月
27
日
、

８
月
27
日
、
10
月
17
日
に
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。
保
護
者
に
よ
る
「
何

で
も
鹿
女
子
の
リ
ア
ル
を
聞

い
て
み
よ
う
」
と
い
う
趣
旨

で
ブ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
の

で
、
是
非
、
中
学
生
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
保
護
者
の
方
も

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

⑥
文
化
祭
バ
ザ
ー

　

総
務
部
で
は
、
年
間
を
通

し
て
バ
ザ
ー
提
供
品
を
募

り
、
文
化
祭
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ

ザ
ー
を
実
施
し
て
販
売
し
て

お
り
、
毎
年
盛
況
で
す
。
制

服
や
カ
バ
ン
等
の
リ
サ
イ
ク

ル
バ
ザ
ー
も
行
っ
て
お
り
、

後
輩
の
た
め
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
バ
ザ
ー
益

金
は
、
持
久
走
大
会
で
力
走

し
た
全
生
徒
た
ち
へ
飲
み
物

を
提
供
す
る
こ
と
で
還
元
し

ま
し
た
。

⑦
健
全
育
成
部

　

健
全
育
成
部
で
は
、
体
育

祭
で
の
見
守
り
活
動
や
桜
島

で
あ
る
持
久
走
大
会
で
の
誘

導
係
を
行
う
な
ど
、
生
徒
の

学
校
生
活
に
お
け
る
安
心
安

全
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

⑧
お
は
ら
祭
り

　

毎
年
、
生
徒
と
一
緒
に
練

習
を
重
ね
、
本
番
で
は
紫
の

ハ
ッ
ピ
に
身
を
包
み
、
晴
天

の
下
、「
鹿
児
島
女
子
高
踊

り
連
」と
し
て
参
加
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
生
徒
や
保
護
者
と

も
に
参
加
者
が

増
え
、
楽
し
く

踊
り
、
思
い

出
の
１
ペ
ー
ジ

と
な
っ
て
い
ま

す
。さ

い
ご
に

　

変
化
の
激
し

い
時
代
で
す

が
、
百
三
十
二

年
の
歴
史
と

伝
統
を
守
り

つ
つ
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
深

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
よ
り
一

層
充
実
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
頭
　
古
澤
　
聖
子
）

は
じ
め
に

　

本
校
は
県
内
女
子
生
徒
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
専
門
高
校
で
す
。
家
庭
科

と
商
業
科
の
資
格
取
得
や
研

究
推
進
に
お
け
る
中
心
的
役

割
を
担
い
、建
学
の
精
神「
雪

に
耐
え
て
梅
花
麗
し
」の
下
、

高
い
専
門
性
、
美
し
い
礼
儀

作
法
を
実
践
す
る
中
で
、
個

性
や
能
力
を
豊
か
に
伸
ば
す

と
と
も
に
、
各
種
運
動
・
文

化
系
及
び
生
産
系
部
活
動
に

お
い
て
培
っ
た
力
を
様
々
な

分
野
で
発
揮
し
、
地
域
社
会

新制服70年ぶりに刷新
～変わらないために　変わり続ける～

保護者の皆様に向けての相談会をPTA役員が行いま
した


